
各様式の記載例

令和〇　 〇　 〇

三豊市□□町〇〇△△

〇〇株式会社
代表取締役社長　三豊　太郎

〇〇株式会社三豊工場
　　　　00-0000

三豊市××町〇〇△△

讃岐　次郎

令和〇　　 〇　 　〇

取締役（製造担当）

水産食料品製造業

練製品(かまぼこ、ちくわ)製造

15名（予定）

8　 00　　18　　00

12 11

0.5 21リットルA重油

T湾(〇〇地先)
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②については、水質汚濁防止法及び香川県生活環境の保全に関する条例で定められた排水基準
以下に処理を行って放流する。③については、主な騒音発生施設は屋内に収納する。⑦につい
ては、臭気発生場所を仕切って臭気の漏れを抑える。また、動植物性残渣などの廃棄物は処理
業者に委託処理を行うが、搬出までコンテナで一時保管し、臭気が漏れないようにする。



令和〇　 〇　 〇

三豊市□□町〇〇△△

〇〇株式会社
代表取締役社長　三豊　太郎

〇〇株式会社三豊工場
　　　　00-0000

三豊市××町〇〇△△

送　風　機

直　火　炉

令和〇年〇月〇日(予定)

令和〇年〇月〇日(予定)

A社製△型

B社製□型

2.2kW

21ℓ／時

3基

2基

8時　　　18時

8時　　　18時



〇　〇　〇

△　　△

工場棟

□□設備

■■設備

※〇：送風機(3基)、△：直火炉(2基)

①設置する機器は、低騒音型の機器を採用する。

②防音装置を設置する。

③指定施設は、防音声望が高いコンクリートの建屋に設置する。

④施設設置前後の騒音測定を行い、必要に応じて防音対策を行う。



令和〇　 〇　 〇

三豊市□□町〇〇△△

〇〇株式会社
代表取締役社長　三豊　太郎

〇〇株式会社三豊工場
　　　　00-0000

三豊市××町〇〇△△

廃棄物火葬炉

令和〇年〇月〇日(予定)

C社製△〇型

100㎏／時

1基

8時　　　18時

5

0.25

300

6

梱包資材
(木くず、紙くず)



工場棟

□□設備

■■設備

※　：指定施設、〇：煙突

〇

①ばいじん除去を行うための、ばい煙処理施設を備えた焼却炉を設置する。

②木くず、紙くず以外の廃棄物は焼却しない。

③運転にあたっては、廃棄物を均一にして炉に投入し、完全燃焼しやすくする。

④別途適用されるダイオキシン類対策特別措置法に従い、排ガスのダイオキ
　シン類を測定し運転管理に反映させる。



風の状況によって散水
回数を調整する。

8時　　　17時

1ヶ所

建築物はなし

スプリンクラー5基

令和〇年〇月〇日(予定)

砕石の堆積場

三豊市△×町△□

株式会社〇〇建設
××現場事務所

代表取締役社長　三豊　三郎

三豊市□□町〇〇△△

株式会社〇〇建設

令和〇　 〇　 〇

00－0000

600
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令和〇　 〇　 〇

三豊市□□町〇〇△△

〇〇株式会社
代表取締役社長　三豊　太郎

〇〇株式会社三豊工場 00－0000

三豊市××町〇〇△△

讃岐　次郎
取締役(製造担当)

令和〇　 　〇　　 〇

早朝の騒音について地元住民からの苦情があり、市が測定した
結果、騒音規制基準を超えていたので善処されたい。

弊社にも苦情があり、早朝に原料を搬入する場合の静穏保持を
従業員に周知徹底しました。それ以降、苦情はありません。

搬入車両のアイドリングストップを励行します。



様式第6号(第10条関係) 

事 故 時 の 措 置 の 届 出 書 

年  月  日   

 三豊市長 様 

住所(所在地)          

届出者                 

氏名              

(法人にあってはその名称及び代表者氏名)  

 三豊市公害防止条例第21条の規定により、次のとおり届け出ます。 

 

工 場 等 の 名 称 電話番号         

所 在 地   

公 害 防 止 に

責 任 を 有 す る 者 

氏 名： 

役 職： 

事 故 発 生 年 月 日      年   月   日 

事 故 の 概 況 説 明 

(被害の程度も含む。) 
  

応 急 の 措 置   

その他参考となる事項   

 備考 

  1 公害防止に責任を有する者の欄には、工場等設置(変更)届出書に記載した者を記載

してください。 

 

令和〇　 〇　 〇

三豊市□□町〇〇△△

〇〇株式会社
代表取締役社長　三豊　太郎

〇〇株式会社三豊工場 00－0000

三豊市××町〇〇△△

讃岐　次郎
取締役(製造担当)

令和〇　 　〇　　 〇

汚水排水管の破損により、処理前の汚水が約3㎥、雨水側溝を経て
海域に流出しました。人的被害及び漁業被害の報告はありません。

令和〇〇年〇月〇日に、故障箇所を修理し、元通りに復旧しました。

本年中に汚水貯留槽を新設し、汚水処理系統の故障に備えます。


